
k-Report

帳票設定のための

スタートアップガイド
V1.91



k-Reportとは？
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k-Reportとは？

「k-Report」はサイボウズ社が提供しているWebDBサービスの「kintone」に

高機能、ハイパフォーマンスな帳票機能を追加、連携するサービスです。
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k-Reportとは？

これまでに無い高機能な帳票デザイナで、あら
ゆるタイプの出力を実現します

• 縦横文字揃え設定
• 行間設定
• 文字間設定
• フォントプレビューからのフォント選択
• 文字飾り（袋文字、影文字）設定
• 図形や線の直接作成
• デスクトップ画像の取り込み
• インターネット画像の取り込み
• オブジェクト整列、グループ化
• 縦書き／横書き
• 図形装飾
• 2次元バーコード自動生成
• 1次元バーコード自動生成
• 高度なロジックで帳票上での表現を自在に変換
• 条件によるオブジェクト描画判定
• PDF上での簡易計算機能
• 複数テンプレートページをまとめて編集
• 任意の用紙サイズ
• 複数ページ帳票
• N型、Z型、自由形レイアウトでのデータの流し込み
• 条件分岐による帳票デザイン変更
• 詳細なPDF出力履歴
• 帳票設定のファイルバックアップ、リストア
• クラウドストレージへのPDF自動出力
• その他…

高機能な帳票機能を
アドイン
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k-Reportとは？

実際に御利用頂いているユーザー様のデータを参考にしたサンプル。
様々なデザインに対応可能です。



ご利用環境の確認
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ご利用環境の確認

Windowsをご利用の場合は下記のブラウザとPDF表示での環境で動作確認を行っております。

・Google Chrome 最新版（PDFの表示は標準環境にて）

・Firefox 最新版（PDFの表示は標準環境にて）

・Microsoft Edge 最新版（PDFの表示は標準環境にて）

Macintoshをご利用の場合は下記のブラウザとPDF表示での環境で動作確認を行っております。

・Google Chrome 最新版（PDFの表示は標準環境にて）

・Firefox 最新版（PDFの表示は標準環境にて）

・Safari 最新版（PDFの表示は標準環境にて）

ご利用頂いている環境が下記の内容とマッチしているかをご確認ください。



（注意）ブラウザ機能拡張で自動翻訳機能をご利用の場合は
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ブラウザ機能拡張で自動翻訳機能をご利用の場合は

※要注意
ブラウザ設定にてサイトの自動翻訳機能をお使いの場合にはk-Reportを正常にご利用いただけない可能性が
あります。お使いの自動翻訳機能をOFFに設定いただきご利用頂きますようお願いいたします。

自動翻訳機能が
OFFであれば正常に
動作します

自動翻訳機能が動作すると、
各パラメータ等が書き換えられ
てしまい、k-Rerportの挙動に
不具合が発生します

あらゆる箇所に自動翻訳機能による不具合が発生します。



（注意）Adobe Acrobatのブラウザ機能拡張をご利用の場合は
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Adobe Acrobatのブラウザ機能拡張をご利用の場合は

• k-ReportにてPDFを1回出力する度に、Acrobat機能拡張がk-Reportのサーバーに3回PDFのデータを取得する為に

アクセスしてしまう。→ 1回の出力のはずがk-Reportの出力履歴に3回の履歴が残ります。実際の出力回数よりも

余分に出力がカウントされます。

• Acrobat機能拡張で表示したPDFファイルがデスクトップに保存出来ない。

• Acrobat機能拡張で表示したPDFファイルの名前が想定した名称と違う結果で画面に表示される事がある。

• Acrobat機能拡張で表示したPDFファイルを印刷すると、こすれたり部分的に欠けたりして印刷される場合がある。

https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/kb/223969.html

上記の課題は当社ではサポート出来ない為、必ずブラウザ標準のPDF表示環境をお使
いください。

※要注意
ブラウザでのPDF表示にAdobe Acrobatでの機能拡張をご利用の場合には正常にご利用いただ
けません。Acrobat機能拡張をOFFに設定いただき、必ず各ブラウザ標準環境でのPDF表示をご
利用ください。

ブラウザのAcrobat機能拡張にてPDFを表示する時に確認されている課題は下記になります。

https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/kb/223969.html
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Adobe Acrobatのブラウザ機能拡張をご利用の場合は

ご確認方法

標準のブラウザでのPDF表示の時

↓

Acrobat機能拡張がインストールされていると、PDF表示時に

ページの左上にAcrobatのアイコンが表示されています。

↓

アイコン
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Adobe Acrobatのブラウザ機能拡張をご利用の場合は

Acrobat機能拡張をOFFにする方法(WindowsのGoogle Chromeの場合）

①こちらを選択

②AcrobatをOFF

にしてください

もしAcrobatの機能をご利用になる時には、一度デスクトップ等にPDFファイルを保
存頂き、ブラウザの機能拡張ではなくてデスクトップアプリケーションのAcrobatを
ご利用くださいませ。



サービスにログインする
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システムにログインする

発行されたユーザーID,パスワー
ドを入力してログインしてください。
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システムメニューの紹介

本システムとkintone
の接続に使用する
kintoneのアカウントを
登録します

帳票作成機能を追加する
kintoneアプリとそれぞれの
帳票の登録を行います。

帳票を作成する時に活用出
来るPDFや元データのテンプ
レートがダウンロード出来ます。

過去に出力した帳票データ
（PDF）の履歴を確認出
来ます。

本システムに登録されている
アカウント情報を確認、更新
出来ます。

本システムにログインする時
のパスワードを変更出来ます。

システムトラブル等お問い合
わせが発生した時の窓口に
なります。

帳票作成時に登録されてい
るkintoneアプリと連携する
他のkintoneアプリを設定し
ます。Kintoneの関連レコー
ドの類似機能です。

各種マニュアル等で
す



kintone接続の設定をする
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kintone接続の設定をする

②kintoneポータルのURL
を入力してください

③今回対象となるアプリに
JavaScript等を追加するアク
セス権限のあるユーザーのログイ
ン名を入力してください

④ ③で入力したユーザーのパ
スワードを入力してください。

正しく入力出来ているかどうかを
事前に確認可能です。

①kintone接続設定を選
びます。

【※注意】
設定するアカウントは管理者権限を持ったユー
ザーを設定してください。
このアカウントの権限で各アプリのJavaScript
連携等の自動設定を行います。



kintoneアプリ接続を登録する
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kintoneアプリ接続を登録する

①「kintoneアプリ接続を選択」

②「kintoneアプリ接続の新規登
録」をクリックします

③帳票機能を付加するkintoneア
プリの情報を入力してください。

API TOKENは該当kintoneアプ
リのシステム登録画面から取得して
ください。

※通常は「レコード閲覧」の権限のみで
OKですが、「添付ファイルにPDFを保存
する」機能を利用する時には「レコード編
集」の権限も必要になります。

該当kintoneアプリのAPIトークン設定画
面より「APIトークン」を取得してください。
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kintoneアプリ接続を登録する

①必要な情報を入力後、登録ボタ
ンをクリックして、設定を登録します。

②アプリ情報を登録すると、下記の
「JavaScriptを組込」のボタンが表
示されます。このボタンをクリックしま
しょう。

③組込が成功すれば、このダイアログが表
示されます。

成功後はkintoneのJavaScriptとCSS設
定にはk-Reportとの連携スクリプトが組み
込まれている状態になります。



帳票を登録する
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帳票を登録する

①「kintoneアプリ接続を選択」

②先ほど登録したkintone
アプリ設定の「帳票一覧」を
クリックします。

③「帳票新規登録」をクリッ
クします。
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帳票を登録する

新しく作る任意の帳票名を
入力してください。

帳票の種類を選びます。

「レコード個別タイプ」はkintoneの1レコードずつを作成
するタイプです（例：請求書や納品書等）。

「一覧タイプ」はkintoneのレコードの一覧を作成するタ
イプです（例：レコード一覧表、ラベル一覧等）。

※一覧タイプではkintoneテーブルのフィールド、アプリ連
携のフィールドはご利用になれません

ページアップのタイプを選びます。

デザイナでアップロードしたテンプレートPDFを元に帳票作成時
にどのようなページアップ動作をするのかを選択出来ます。

動的にページが増えるタイプ（伝票や宛名一覧等）は
「データに合わせて自動ページアップ」を、
アップロードしたテンプレートPDFのまま出力したい場合は
「PDFテンプレートと同じページ構成」
を選択してください。

PDFでkintoneデータをプ
レビューする時に使うレコー
ド数です。1～30レコードま
で選択出来ます。
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帳票を登録する

上記項目を入力して、一度登録すれ
ば、帳票デザイナー関連のボタンが表示
されるようになります。
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帳票を登録する

帳票設定を登録すると、これらのボタンが表
示されます。その中の「帳票デザイナーを起
動」ボタンをクリックしてください。

帳票デザイン画面が開きます。
デフォルトではA4縦の白紙が設定さ
れています。



帳票をデザインする
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デザイン機能インターフェースの紹介

PDF背景の濃淡設定 画面の拡大、縮小

PDF背景のサムネイル。複

数ページがあれば、縦に並

んで表示されます。

帳票のデザインを行うステー

ジ

選択したオブジェクトに応

じて、設定が可能な項目

が表示されます。

・テキストフレーム

・画像フレーム

・2次元バーコードフレーム

・1次元バーコードフレーム

の作成ツール

・四角

・三角

・丸

・罫線

の作成ツール

・Undo, Redo

・コピー、切り取り、貼り付け

・削除

の編集ツール

マウス操作で

・選択

・移動

を動作モードを選択可能です

・プレビュー

・保存

が可能です。

オブジェクトの整列関連
罫線の水平化、垂直化 グループ化、解除 オブジェクト前後配置の入れ替え
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帳票をデザインする

ステージ←したの「Tips」をクリックす
るとご利用可能なキーボードショート
カットが確認出来ます。是非ともご活
用ください。
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帳票をデザインする

①テキストフレームを

選択

②ステージの上でドラッグ

＆ドロップして頂き、矩形

を作ります。
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帳票をデザインする

①kintone：main

を選択

②テキストとkintoneの

フィールドを選択
④更新ボタンをクリック

⑤画面に反映されます

③追加ボタンをクリック
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帳票をデザインする

①保存ボタンをクリックして、

データを保存します

②プレビューボタンをクリックして、

現在の内容で仕上がりをチェック

します
③kintoneのデータが取り込まれ

て、PDFデータが生成されました。
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帳票をデザインする

複数項目と自由テキストと同

時に入力

TIPS：テキストフレームオブジェクトでは1フレームの中に複数のデータフィールドを混在する事が出来ます。帳票上での柔軟な表現が可能です。
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帳票をデザインする

https://youtu.be/3mhif2tT4pQ

簡単な使い方のデモは動画でもご確
認頂けます。

デモ動画のスクリーンショット

オペレーションのデモ動画をご確認頂けます

https://youtu.be/3mhif2tT4pQ


帳票のタイプ
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帳票のタイプ

k-Reportでは大きく2種類の印刷タイプが設定可能です。

●各kintoneレコード単位で印刷する「レコード個別タイプ」

└テーブルデータ、アプリ連携データを御利用可能です。

レコードをまたいだ表現は御利用頂けません。

●各レコードをまたいで印刷する「一覧タイプ」

└一覧形式で各レコードをまたいで表現が可能です。

個別レコードのテーブルデータ、アプリ連携データは御利用頂けません。

レコード個別タイプの例

個別レコードの

メインデータ

テーブルやアプリ連携

のデータ

一覧タイプの例

レコードをまたいだ一覧形

式のデータ
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帳票のタイプ

レコード個別タイプの時 一覧タイプの時

レコード詳細での印刷
メニューに表示されます

レコード一覧での印刷
メニューに「一括タイプ」
として表示されます

レコード一覧での印刷
メニューに「一覧タイプ」
として表示されます

一覧タイプはレコード詳細か
らは印刷出来ませんので、
メニューには表示されません。
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帳票のタイプ

帳票のタイプは帳票の詳細

設定画面で決定頂けます。
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帳票のタイプ

レコード個別タイプの例 一覧タイプの例（レコードまたがり）

下記が各タイプでのデザイン例です。



使用可能なオブジェクトの種類
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使用可能なオブジェクトの種類

k-Reportでは帳票のデザインに必要なオブジェクトが準備されています。ベースとなるPDFはもちろん、テキスト、画像、線、2次元バーコード、1次元バーコード等、帳票の要件に

合わせて必要なオブジェクトをご利用ください。

四角 四角（角丸） 三角 丸

線（複数線種）

2次元バーコード 1次元バーコード

ローカルの画像
httpsからの

URLパス画像

テキスト

複数ページ構成のPDFファイルを
アップロードする事により、条件に
よって帳票パターンを変更する事

が出来ます

imagechartsと連動してのグラフ画像
https://www.image-charts.com/

https://www.image-charts.com/
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使用可能なオブジェクトの種類

k-Reportでは帳票のデザインに必要な基本的なフォントが用意されています。

帳票デザイナー上でのフォン
トの指定が可能です



オブジェクトのグループ化／解除
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オブジェクトのグループ化／解除

k-Reportデザイナーでは「オブジェクトのグルーピング／解除」が可能です。グループ化

する事により、マウスでの選択時やドラッグ時に一つのオブジェクトとして扱えます。

グループ化した状態で選択す
ると、薄い緑色で対象オブジェ

クトエリアが選ばれます

右クリックメニューからも、選択
オブジェクトのグループ化／解

除が可能です

キーボードの

・Ctrl + g → グループ化

・Ctrl + Shift + g → グループ化解除

でも素早くグループ化／解除の設定が可能です
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オブジェクトのグループ化／解除

グループ内のオブジェクトの編集には

・グループ化したオブジェクトをダブルクリックする

・TOPメニューから「グループ編集開始」を選択する

事により、グループ化した状態のまま内部のオブジェクトに対してアクセスが可能になります。

グループ化関連メニュー
グループ内オブジェクトの編集が完了しまし

たら、このボタンをクリックすると通常編集

モードに戻ります。

グループ編集中は対象オブ
ジェクト以外は半透明表示に
なります。



オブジェクトへのタグ情報付加
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オブジェクトへのタグ情報付加

k-Reportデザイナーでは「オブジェクトへタグ情報の付与」が可能です。タグ情報を付与しておく

と、後日「オブジェクト検索」等の機能を使って簡単に該当のオブジェクトを検索、選択出来ます。

テキスト、画像、図形等全てのオブジェクトに「タグ情報」を付与する事が出来ます。

どのオブジェクトにも「タグ」情報

を付与出来ます
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オブジェクトへのタグ情報付加

オブジェクト検索でタグ情報を検索出来

るので非常に便利です。
該当のオブジェクトが自動選択されます



オブジェクトの連続複製
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オブジェクトの連続複製

k-Reportデザイナーでは「オブジェクトの連続複製」が可能です。通常のコピー＆ペーストでオブ

ジェクトを増やして行くことも簡単にできますが、表現の行数が決まっていたりする場合には連続

コピーの機能が便利です。

コピーしたいオブジェクトを選択

して右クリックしてください。
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オブジェクトの連続複製

「オブジェクトの連続複製」を実行すると比すよう数分だけを指定の方向に連続複製出来ます。

複製方向、間隔、回数を入

力して実行してください。



画像の配置タイプ
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画像の配置タイプ

画像の配置タイプには

・枠にフィット

・枠に最大

の2タイプがあります。画像全体を表示する時には「枠にフィット」を、

画像の枠を埋めるように最大限描画したい時には「枠に最大」を選択してください。

画像全体が枠に入るように
描画されますが、画像と枠
の間に余白が表示される場
合があります。

画像が枠に埋まるように描
画されますが、画像の一部
が見えない状態になります。



kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

k-Reportではkintoneから流し込まれるデータの順番をコントロール出来ます。例えば下記の図であれば、アルファベットのZの文字のような順番でデータが流し込まれ、且つ4, 5

番には少し大きめのコマデザインが適用されています。

1 2 3

4 5

6 7 8
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

詳しく画面を見ていきましょう。ステージ上に配置されているオブジェクトには全て「Item-No」が振られています。この番号こそが”kintoneからこのページにデータが流れてきた時の

データ配置の順番“を表しています。

この番号がkintoneから流し込まれてきたデータの順番を表しています
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

各オブジェクトにまとめて同じ「Item-No」を設定したい時には「DB連携設定一括更新」機能をどんどん活用しましょう。設定作業が格段に早くなります。

①グループオブジェクトや複数のオブジェクトを選択すると、左上のパ

ネルに「DB連携設定一括更新」が表示されます

②このパネルで複数オブジェクトに対して、一括で「Item-No」

の設定が実行出来ます。

一括更新を実施する度にパネルのItem-Noの数値が自動的

に繰り上がっていきますので、連続で簡単に設定できます。
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

シンプルに上から下にデータが流れる時の設定を見てみましょう。

1

2

3

4

5

6

①シンプルに上から順番にkintone

テーブルデータを流し込む例です。

②1行のオブジェクト毎をグループ化

しておけば、コピーペーストでの行複

製、DB順番の設定等が簡単に実

施できまるので便利です。

見積書等ではこのような形で
シンプルに上から下にデータが
流れるパターンが適切な場
合が多いです。

③複数オブジェクトやグループオブジェクトに対して、一括で

「Item-No」の設定が実行出来ます。

このパネルを使えば、グループオブジェクトの等で上から順番にま

とめて番号を振る事が簡単に素早く実施出来ます

（一括更新はキーボードのF4でも実行できます）
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

対象のオブジェクトを選択して、キーボードショートカットの「F4」を使えば非常に素早くItem-Noの設定が可能です。是非お試しください。

対処のオブジェクトをクリック
↓
DB連携設定一括更新パネルで対象グループを設定
↓
F4
↓
次の対処のオブジェクトをクリック
↓
F4
の繰り返しで素早く設定を行う事が出来ます。
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

各オブジェクトに流し込まれる順番を設定すればZ型の流し込みやN型の流し込み等、自由自在に流し込みルールを設定する事が可能になります。

1 2 3

4 5

6 7 8

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

Z型にデータが流れ、4, 5番目には違うデザインを設定した例
N型にデータが流れる例
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

複数の帳票デザインテンプレートを設定する時の「Item-No」を振るときは、各ページ毎にNo1～からスタートする形で割り振ります。2ページ目の想定だったとしても1テンプレート

目の続きの番号ではなく、各テンプレートページ毎にNo1からスタートする事になります。

テンプレート1
（最初のページ想定）

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

テンプレート2
（ページ2の想定）

6

7

正しい設定例

テンプレート1
（最初のページ想定）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

テンプレート2
（ページ2の想定）

11

12

NGな設定例

ページ毎に始まる番号は

No1～なので、この設定

だと正しく動作しない
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kintoneから流し込まれるデータの流れを制御する

「Item-No」を上手に使う事で、あらゆるレイアウトを実現する事が可能です。一般的な帳票形態の他にも、簡単なチラシ、チケット、伝票等のデザインも対応可能です。



Item-Noの割り当てを自動で設定する
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Item-Noの割り当てを自動で設定する

各オブジェクトに対しての「Item-No」の割り当てはキーボードショートカット「F4」を使う事により比較的簡単に更新できますが、帳票レイアウト的にデータは上から下に流れる事

を前提に自動的に連番を割り当てる事も可能です。

①連続割り当て対象となるオブジェクト、

グループオブジェクトを選択します。

②連続更新ボタンをクリックします

③オブジェクトの上から順番に

下に向かってItem-Noが自

動割り当てされます。
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Item-Noの割り当てを自動で設定する

この例ですと各グループオブジェクトに対して上から順番に

Item-Noが自動割り当てされました。



オブジェクト検索で
「 DB連携設定」の状態を確認する
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オブジェクト検索で「DB連携設定」の状態を確認する

「オブジェクト検索」の機能を使うと現在オブジェクトに紐付いている「DB連携設定」の状態を確認する事が出来ます

指定条件で「検索」ボタンを押すと 該当設定のオブジェクトが自動選択されます
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オブジェクト検索で「DB連携設定」の状態を確認する

「オブジェクト検索」を使うとkintoneの特定のサブテーブルに紐付けられたデータだけ検索する等も可能です

Item-Noを指定せずに検索すると… 指定のサブテーブルに紐付けられた全ての

データが検索されます



複数ページデザインの帳票を設定する
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複数ページデザインの帳票を設定する

k-Reportでは複数の帳票デザインを用意しておき、出力時に

・表紙はデザイン1

・明細ページはデザイン2

のような、動的な自動ページ生成が可能です。

例えば、帳票デザイナ上でこのような

テンプレート構成になっている時

適切なページ設定になっていれば、

・表紙はテンプレートデザイン1×1ページ

・明細ページはテンプレートデザイン2×複数ページ

が実現出来ます。
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複数ページデザインの帳票を設定する

サンプルでの設定例を見ていきましょう

①ステージの空白部分をクリックして、

オブジェクト未選択状態にする ③設定したいテンプレートを選択しま

す

②テンプレートとなる複数ページ構

成のPDFをアップロードしてください

④現在選択しているテンプレートの

設定が表示されます

複数ページ構成のテンプレート
PDFの作成方法はこちらのドキュ
メントにも説明がございます。

https://www.k-
report.work/_prd/crd/designer/imag
e/page_composition.pdf

https://www.k-report.work/_prd/crd/designer/image/page_composition.pdf
https://www.k-report.work/_prd/crd/designer/image/page_composition.pdf
https://www.k-report.work/_prd/crd/designer/image/page_composition.pdf
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複数ページデザインの帳票を設定する

①この「適用ルール」が実際にPDF

を生成する時にページ計算に使用さ

れるルールです。

②適用ルールには幾つか種類があり、現在選択しているテンプレートがkintoneのデータが流し込まれ

てページが増えていった時にどのように適用されるかの挙動を指定出来ます。

③最後に保存ボタンをクリックしましょう
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複数ページデザインの帳票を設定する

今回の設定例を見ていきましょう

この帳票設定とkintone
のデータを掛け合わせる

（デザイナ上でプレ
ビューしてみる）

テンプレートデザイン1がPDFページの最初のページに

テンプレートデザイン2がPDFページの2と3ページ目に

適用されました。kintoneのデータ量が多くなると、テンプレートデザイン2

が自動的に増えていく設定になります。
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複数ページデザインの帳票を設定する

①今回ご説明させていただきました「自動ページアップ設定」は帳

票設定の詳細画面から設定可能です（デフォルト）。

②自動ページアップ設定の他に、テ

ンプレートのPDF帳票の構成をその

まま使うタイプも設定可能です。

③帳票設定の詳細画面にはページアップ機能の動きを動画で説

明したリンクがございますので、是非ともご確認くださいませ。

下記URLからも動画はご確認いただけます
https://youtu.be/ovazOVfnVfg

こちらに自動ページアップ機
能への詳細な説明ドキュメン
トへのリンクがあります。

https://www.k-
report.work/_prd/crd/designer/image/page_pageup.pdf

https://youtu.be/ovazOVfnVfg
https://www.k-report.work/_prd/crd/designer/image/page_pageup.pdf
https://www.k-report.work/_prd/crd/designer/image/page_pageup.pdf


帳票デザインデータを保存する
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帳票データを保存する

①帳票のデザインが終了しましたら、

保存ボタンをクリックして、データを

保存します

②帳票デザイナー画面が不要にな

りましたら、タブを閉じてください



kintone上でデザインした帳票を印刷する
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kintone上で帳票を印刷する

kintone上ではこのようなボタンが表
示され、すぐに印刷が出来るようにな
ります。

このボタンをクリックした時にkintone
に印刷メニューが組み込まれます。
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kintone上で帳票を保存する

個別レコードページの時には

・新規ウィンドウでPDFを表示する

・添付ファイルフィールドにPDFファイルを保存する（※1）

を選ぶ事が出来ます。

※1 設定されたkintone API権限に「レコード編集」が付与され、このアプリの

中に「添付ファイル」フィールドが準備されている必要があります。

PDFの出力先に添付ファイルが設定
されている時には、自動的に指定の
添付ファイルフィールドにPDFファイル
が保存されます。



一覧画面から一括でPDFを出力する
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一覧画面から一括でPDFを出力する

k-Reportではkintoneのレコード一覧からの一括、一覧出力が可能です。

レコード一覧からの出力時には下記の条件、制限がございます。

■条件

①kintoneの個別のフィールドにPDFファイルを保存するには「kintoneアプリに添付ファイルフィールド」または「帳票設定にクラウドストレージ設定」が必要になります。

■制限

①「まとめてPDF」で出力する時 ⇒ レコード一覧のデータが1PDFにまとまった状態で出力されます。 1PDFに自動的にまとめられ最大100ページまで。

②「レコード毎に添付ファイルに出力」する時 ⇒ 各レコードのPDFが各レコードの指定添付ファイルフィールドに出力されます。一度に最大300レコードまで処理可能です。

※300レコードを越えるデータを一括処理されたい時にはk-Report API等にてシステムを別途構築する事で可能になります。導入提案会社様にご確認ください。

一覧表で「一括」タイプの帳票を選
択した時は

その帳票で選択可能な出力方法を選択して頂けます。
「まとめてPDF」の他に添付ファイルフィールドへの出力、帳票設
定が完了済であれば、クラウドストレージへの出力も可能です。



その他の主な機能のご紹介



ページ内計算機能
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ページ内計算機能

この例であれば、PDF描画時にこれら

の項目が合計されます

計算結果が自動的に挿入さ

れます

k-ReportではPDF生成時に合計やカウント等の「ページ内計算機能」が利用出来ます。テキストフレームの中に一定のルールに沿って命令を記入すると、PDF生成時に自動的

に計算されます。

ページ内計算は特定のルールにしたがって
テキストフレーム内に記載して頂く事により、
PDF生成時に自動的に計算された値が
挿入されます。

こちらにページ内計算
機能への詳細な説明ド
キュメントへのリンクがあ
ります。
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ページ内計算機能

ページ内計算機能の活用例です。各ページで帳票のデザインやオブジェクトの個数が変わっても、自動的に検索、計算されます。

日付フィールドのの開始日、終了日を
PDF全体から算出する

金額をページ全体から算出す
る

PDFの出力日時を自動的に
挿入する

ページ番号と合計ページ数を
自動的に挿入する

このページでの小計を算出するこのページでの小計を算出する

ページ番号と合計ページ数を
自動的に挿入する
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ページ内計算機能

k-ReportではPDF生成時に合計やカウント等の「ページ内計算機能」が利用出来ます。ページ内計算機能は多岐に渡りますので、別途詳細解説情報をご確認ください。

テキストフレームオブジェクトを選択する事で、ヘルプへのリンクボタ

ンが表示されます。こちらから、詳細機能をご確認ください。

こちらの別途ヘルプページを参照ください。

下記URLからもページ計算機能のマニュアルをご覧いただけます
https://www.k-report.work/_prd/crd/designer/image/page_calculate.pdf

https://www.k-report.work/_prd/crd/designer/image/page_calculate.pdf


オブジェクト描画判定機能
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オブジェクト描画判定機能

k-Reportではkintoneのデータの状態に合わせてオブジェクトの表示、非表示をコントロール出来ます。例えば「kintoneのチェックボックスフィールドに指定のチェックが入っていれ

ば、特定の画像を表示する」等です。

例えばこのオブジェクトにはkintone

の「stamp」フィールドに「田中」が

入力されていれば、画像が連動表

示するように設定されています。

kintoneのデータ入力状況
（stampフィールド）

PDFのアウトプット

チェックを入れる

指定のフィールドに「田中」
が含まれていれば

k-Reportでの設定
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オブジェクト描画判定機能

描画判定には幾つかの判定式を御利用可能です

ここで設定出来る判定

式の種類になります

条件式例

田中

!!田中

=田中

!=田中

=

!=

>100

>=100

<100

<=100

判定内容

指定フィールドに“田中”が含まれていれば

指定フィールドに“田中”が含まれていなければ

指定フィールドが“田中”であれば

指定フィールドが“田中”でなければ

指定フィールドが空であれば

指定フィールドが空でなければ

指定フィールド（数値）が100より上であれば

指定フィールド（数値）が100以上であれば

指定フィールド（数値）が100未満であれば

指定フィールド（数値）が100以下であれば
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オブジェクト描画判定機能

オブジェクト描画判定機能を使う事によって、「kintoneでの入力」と「PDFでの出力」の結果表現を変える事が簡単にできます。

kintoneのデータ入力状況 PDFのアウトプット
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オブジェクト描画判定機能

オブジェクト描画判定機能を使う事によって、「特定の値の時」の結果表現を変える事も簡単にできます。

小計が0円以上の時は通常の表現、0円未満の

時は赤文字の大きな文字をで表現
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オブジェクト描画判定機能

オブジェクト描画判定機能を使う事によって、「kintone側のレコードが存在する、しない」での描画判定も可能になります。

k-Reportでの設定

PDFのアウトプット
（このページではデータが埋まっている）

PDFのアウトプット
（このページではデータが足りなかったの
で不要なオブジェクトは非表示になってい
ます）



グループ帳票機能
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グループ帳票機能

グループ帳票機能を使う事によって、幾つかの帳票をまとめて一つの帳票として出力が出来ます

帳票の詳細設定画面で、「単独帳票」では
なく、「グループ帳票」を選択して、まとめて出
力する帳票を選択して、順番も調整します

グループ帳票も通常の帳票と同様に一
つの帳票としてメニューに出てきます

複数の帳票をまとめて一つの帳票として
出力する事が出来ます
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グループ帳票機能

各帳票はkintoneへの表示、非表示を切り替える事によって、業務に合わせたメニュー構

成にする事が可能です この設定の場合「請求書」や「納品書」は単
独では使わないので、出力メニューに表示し
ない。常に「請求書＆納品書」がセットで出
力される事を想定した表示設定

この設定の場合「請求書＆納品書」をまとめ
て出力する事もあれば、請求書や納品書を
単独で出力する事も想定された表示設定
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導入ページ
「固定ページ」

導入ページ
「固定ページ」

明細
「全ページ」

明細
「全ページ」

グループ帳票機能

グループ帳票機能を使うと、単独帳票では実現が難しい複雑な構成の出力も可能です

裏表紙（説明等）
「最後のページ」

表紙
「最初のページ」

明細
「全ページ」

明細
「全ページ」

明細
「全ページ」

明細（控）
「全ページ」

帳票設定1

帳票設定2

導入ページ
「固定ページ」

グループ帳票機能で
1帳票として出力する

明細
「全ページ」

明細
「全ページ」

明細
「全ページ」

帳票設定1

グループ帳票機能で
1帳票として出力する

導入ページ
「固定ページ」

導入ページ
「固定ページ」

説明ページ
「固定ページ」

明細ヘッダー
「最初のページ」

明細フッター
「最後のページ」

帳票設定2

帳票設定3

例1 例2

※注意

ページ内計算機能は各単独帳票内でのみ御利用可能です。

グループとしてまとめて設定された帳票全体でページ内計算を行う事は出来ません。



表形式の罫線を簡単に作成（ドラッグでエリア指定）
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表形式の罫線を簡単に作成（ドラッグでエリア指定）

k-Reportでは表形式の罫線を簡単に作成する事が可能です。ツールより「テーブル作成」を選択して、ステージ上の空

いた部分でテーブルを作成したいエリアをドラッグして指定してください。

①テーブル作成ボタンを選択

②表形式の罫線を作成したいエリア

をドラッグで指定
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表形式の罫線を簡単に作成（ドラッグでエリア指定）

作成する表のマス数を入力して「作成する」ボタンをクリックしてください。

①行数、列数を入力してボタンをクリック

②指定したエリアに指定のマス数で表形式の罫線が作成

されます。

出来上がるオブジェクトは基本的に通常の罫線と同じもの

ですが、縦、横等でグループ化されています。



表形式の罫線を簡単に作成（既存矩形でエリア指定）
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表形式の罫線を簡単に作成（既存矩形でエリア指定）

k-Reportでは既存矩形と同じサイズで表形式の罫線を簡単に作成する事が可能です。一度対象の矩形をステージ上で作成、選択の上でツールよ

り「テーブル作成」ボタンをクリックしてください

①表を作るエリアの矩形を作成、選択する。
②テーブル作成ボタンをクリック
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表形式の罫線を簡単に作成（既存矩形でエリア指定）

作成する表のマス数を入力して「作成する」ボタンをクリックしてください。

①行数、列数を入力してボタンをクリック

②指定したエリアに指定のマス数で表形式の罫線が作成

されます。

出来上がるオブジェクトは基本的に通常の罫線と同じもの

ですが、縦、横等でグループ化されています。



帳票デザインデータのバックアップ／リストア
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帳票デザインデータのバックアップ／リストア

帳票デザインのデータをダウンロード、アップロードして頂く事により、

・デザインデータのバックアップ

・デザインデータのリストア

・他の帳票へのデザインデータの転用

が可能です。本機能をご利用頂くには帳票の詳細データの下記図の箇所よりご利用ください。

こちらからご利用いただけます。



帳票素材データの保管
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帳票素材データの保管

帳票テンプレートを制作するにあたり、PowerPointやExcel, Adobe Illustratorをお使いだと思いますが、これらの帳票

テンプレートの元となるデータを詳細設定画面にて保管しておく事が可能です。

保管出来るファイルは任意の形式の1ファイル（サイズは10MBまで）をアップロード出来ます。

後日の帳票改修時等に最終版のオリジナルファイルを保管しておくと便利です。

帳票設定と共にオリジナルデータも保管し

ておけば、テンプレート修正時に便利です。



その他の詳細設定
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その他の詳細設定

k-Reportでは帳票の詳細設定エリアで様々な機能をご利用頂く事が可能です。是非ともご活用ください。

こちらをクリックすると詳細設

定エリアが開閉します

・ページ数の多いPDFを生成する時の、処理完了時、通知先メールアドレス

・クラウドストレージ連携

・添付ファイルフィールドへのPDF保存方法

・出力PDFのファイル名ルール

・帳票作成時に自動的にレコードを更新

・印刷実行時確認（確認ダイアログ）

・帳票作成ボタンを表示するユーザー/組織/グループ（ロール）を制限する

・帳票タイプが「レコード個別タイプ」の時に帳票作成ボタンを表示する画面

・一覧のみ、詳細画面のみ等への表示制限

・レコード一覧画面に帳票作成ボタンを表示する条件

・指定した一覧のみに表示制限

・レコード詳細画面に帳票作成ボタンを表示する条件

・プロセス管理との連動

・フィールドの値との連動

・その他…



k-Reportや機能についてのお問い合わせ
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機能についてのお問い合わせ

管理画面の「お問い合わせ」メニューにてメーカーに問い

合わせする事が可能です。必要に応じてアプリ接続名や

帳票名を入力して頂く事で、課題解決が早まります。

資料やスクリーンショットの添付も可能ですので、ご活用く

ださいませ。



その他マニュアルページ確認



No.111

その他マニュアルページ確認

管理画面の「情報＆マニュアル」メニューの中には全ての

トピックのマニュアルが配置されています。必要に応じてご

確認くださいませ。



スタートアップマニュアルでのご説明は以上になります。

ありがとうございました。
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